
別紙

Ⅰ．事業評価総括表(令和６年度)

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

交通指導車・防犯車購入事業 八幡平市 1,990,830 1,927,2001

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交付

金事業者名
交付金事業に要した

経費

（単位：円）

2
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

カーブミラー設置事業 八幡平市 148,500 86,800

交付金充当額 備 考

スクールバス購入事業 八幡平市 12,905,960 2,400,0003
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置



Ⅱ．事業評価個表(令和６年度)

評価年度の設定理由

事業終了後速やかに評価を実施するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

％

3,417

目標値 回 3,700

評価年度 令和６年度単位

回
安心・安全なま
ちづくり

交通指導隊・防
犯隊活動回数

成果実績

交付金事業の成果目標及び成果実績

成果目標 成果指標

達成度

車両の更新により、車両の不調がなくなり、交通事故や犯罪が起こらない地域の実現に向けて継続的な交通安全啓
発及び防犯啓発の活動を行うことができた。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

92.35%

交付金事業の概要
　市内の交通安全啓発及び防犯活動は、市交通指導隊、防犯隊により、それぞれ実施されておりますが、このうち安代地区において啓発活
動を行う際に使用している青色回転灯を搭載した車両は、平成９年の購入後、26年経過しているため車両の不調が報告されており、更新が
必要である。

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策とその目標

　八幡平市総合計画　　目標６　基本方針の実現化にあたって
基本施策（４）安心・安全なまちづくり　施策の方向性：通勤通学時の安全の確保や、交通事故や犯罪が起こらない地域を目指
し、防犯灯の整備・充実や、地域での見守り、交通指導、防犯活動に努めます。

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

事業期間の設定理由 ―

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 八幡平市

交付金事業実施場所 八幡平市田山

1
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

交通指導車・防犯車購入事業

番号 措置名 交付金事業の名称



円

交付金事業の担当課室 八幡平市企画財政課

交付金事業の評価課室 八幡平市防災安全課

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

物品購入 指名競争入札 株式会社小山田商店 1,927,200

交付金事業の総事業費等 令和６年度

令和６年度

1

1

100

備考

総事業費

交付金充当額 総事業費計

うち文部科学省分 1,990,830

うち経済産業省分

1,990,830

1,927,200

0

1,927,200

達成度 ％

交通指導車・防犯車購入

活動実績 台

活動見込 台
交付金事業の活動指標及び活動実績

活動指標 単位



Ⅱ．事業評価個表(令和６年度)

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

評価年度の設定理由

事業終了後速やかに評価を実施するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

鏡面を１面増設したことのより、丁字路の見通しが改善され、通勤通学時の安全を確保することができた。

目標値 ％ 100

達成度 ％ 100

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度

安心・安全なま
ちづくり

PTA要望の改善評
価で改善された

との回答率

成果実績

交付金事業実施場所 八幡平市野駄

交付金事業の概要

　当市では交通安全の確保を目的として、地域住民、PTA連絡協議会、教育委員会、交通安全協会、道路管理者等の要望、情報提供により、
見通しの悪い交差点にカーブミラーを設置している。
　今年度の事業実施個所は、松野小・松尾中学校の通学路であり、かつ、近隣に市役所、消防署、警察署等の施設があり、通勤路として車
両が通行する丁字路であるが、カーブミラーは１面鏡であり視認性が非常に悪く、市通学路交通安全推進会議より、カーブミラーを１面鏡
から２面鏡への増設を強く要望されている場所であることから、安全確保のため、早急に改修が必要である。

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策とその目標

　八幡平市総合計画　　目標６　基本方針の実現化にあたって
基本施策（４）安心・安全なまちづくり　施策の方向性：通勤通学時の安全の確保や、交通事故や犯罪が起こらない地域を目指
し、防犯灯の整備・充実や、地域での見守り、交通指導、防犯活動に努めます。

％ 100

番号 措置名 交付金事業の名称

2
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

カーブミラー設置事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 八幡平市



円

交付金事業の担当課室 八幡平市企画財政課

交付金事業の評価課室 八幡平市防災安全課

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

道路施設改修 随意契約 有限会社　小野寺工務所 148,500

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

総事業費 148,500

交付金充当額 86,800 総事業費計

うち文部科学省分 0 148,500

うち経済産業省分 0

交付金事業の活動指標及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度

カーブミラー設置

活動実績 台 1

活動見込 台 1

達成度 ％ 100



Ⅱ．事業評価個表(令和６年度)

交付金事業実施場所 八幡平市野駄

交付金事業の概要

　八幡平市松尾地区では、３つの小学校と１つの中学校の児童・生徒のうち、自宅からそれぞれの学校までの距離が遠く、徒歩での通学が
困難な者（令和５年度現在73名）に対し、スクールバスによる通学を行っています。
　松尾地区のスクールバスは５台で運用していますが、今回更新予定のバスは購入から29年経っており、経年劣化が著しくなっている状態
です。
したがって、今後も引き続き遠方から通学する児童・生徒への教育環境の支援が必要と考えていることから、スクールバスを計画的に更新
するため事業を実施するものです。

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策とその目標

　八幡平市総合計画　　目標　心身ともに健康で、活力に満ちたまちづくり
基本施策（５）地域に根ざした教育の充実　施策の方向性：スクールバスの運行や通学時の安全確保など、安心して学習出来る環境づくり
に努めます。

3
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

スクールバス購入事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 八幡平市

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度

遠距離通学児童
生徒の負担軽減

負担が軽減され
た児童生徒の割

合

成果実績

達成度 ％ 100

評価年度の設定理由

事業終了後速やかに評価を実施するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

％ 100

目標値 ％ 100

スクールバスの更新により、更新以降、通常どおり運行を行うことが出来たため、安心安全な学習環境づくりの一
環となりました。また、本年、熊による人的被害が相次ぐ中、スクールバスによる通学により安心した通学環境の
提供に寄与するものとなりました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

番号 措置名 交付金事業の名称



円

交付金事業の活動指標及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度

スクールバス購入

活動実績 台 1

活動見込 台 1

達成度

12,905,960 令和６年度～

交付金充当額 2,400,000 総事業費計

うち文部科学省分 0 12,905,960

うち経済産業省分 2,400,000

交付金事業の担当課室 八幡平市企画財政課

交付金事業の評価課室 八幡平市教育総務課

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

物品購入 指名競争入札 株式会社小山田商店 12,870,000

％ 100

交付金事業の総事業費等 令和６年度 備考

総事業費


